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はじめに
　
立教学院史資料センターでは現在、一五〇年史編纂事
業をおこなっており、本聞き取り調査もその事業の一環として実施された。学教教育の記録はその性質上、教育を実施した教職員側の視点から記述されたものが大半を占めざるをえないが、教育現場は教え手側の教職員とともに受け手側の生徒・学生 双方によって形作られるものである。そのため、学生および卒業生が残した資料を収集することは年史編纂や教育の記録を残す上で一定の意味があるだろう。 りわけ、卒業 への聞き取りは、当時の立教学院ないしは立教大学の教育を体験した個人の視点から語られる貴重な記録である。以下、今回の調査概要について記述した 。
聞き取り調査の概要
　
話し手（インフォーマント）の島野喜道氏の略歴は、
表の通りである。　
聞き取り調査は、二〇一七年一一月二二日、二〇一八
年三月一八日に滋賀県彦根市の島野氏のご自宅でおこなった。聞き手は本センターより三名（奈須恵子、宮本正明、宮川英 ）が参加した 事前に質問項目を含めて島野氏とメールのやりとりを行なった。調査当日、ご本人の許可を得て聞き取り記録を録音し、資料を確認しながら立教在学時の体験や経歴 ついて聞き取 を実施した。加えて、センターより島野氏在籍当時の資料を持参し、事実関係を確認した。本誌に記録を掲載する際は、聞き取り記録を再構成 島野氏 予定稿 確認 ていただいた。そのため、本聞き取り記録は一定の校訂を経
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た記録であるが、話し手の発話をそのまま記載している部分がある点も留意いただきたい。言うまでもないが、文責は聞き手側にある。
聞き取り記録（一）中学生時代の勤労奉仕
島野
　
滋賀県ですと、近江神宮というのが戦争中にでき
ましてね、勤労奉仕に行ったことがあります。中学で。　　
中学のときにその動員で。
島野
　
ええ、勤労奉仕にね。今度はこっちに行って、お
宮さんの参道の整備みたいな、そういうようなことで。おなか減らしながら。　
そのころは中学でも勤労奉仕によく行きましたけど、
これから先になるとあまりありませんけどね、昔は田んぼにレンゲの種をまきましてね。バクテリアが下で、根粒ができるもんだ ら、肥料にいいって言うんですよ。　
それで田んぼがレンゲの花でいっぱいになりまして
ね。そのころはレンゲを刈りに行ったのかな。とにかく肥やしにする前 一応刈って、お百姓がひっくり返すわけです。ひっくり返すことは知ら んだけど。　
ですから、レンゲ畑で昼飯 食えるわけ。そのときに
お百姓のところへ行 から、昼飯に大きいおにぎりを腹いっぱい食べられるって、中学生に好評だったです。気候はいいし、おなかはい ぱいになるし昼寝はできし、一番いい勤労奉仕だったですね。
表
　
島野喜道氏略歴
◆一九二六年、東京生まれ。幼少時に東京で暮らし、そ
の後滋賀県に移る。
◆一九四四年三月、彦根中学校卒業後、同年六月に立教
理科専門学校に入学。
◆一九四九年三月、学科の転籍を経て、立教工業理科専
門学校工業経営学科を卒業。
◆一九四九年 月から立教大学経済学部 営学科に在籍。◆一九五一年三月、立教大学経済 部経営学科を 。◆卒業後、彦根市の製造業の会社に就職、その後、団体
役員を経て現在に至る。
◆立教在学時より理科専門学校ＹＭＣＡや立教大学ＹＭ
ＣＡ、ＢＳＡなど各種学内外の活動に参加。中心的な役割を果たす。一九五〇年には学生会会長および文化会部長に就任。卒業後、彦根ＹＭＣＡおよびワイズメンズクラブなどで、精力的に活動 取り組む。
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嫌なのは、山の奥まで行って、背中に炭を二俵背負っ
て下へ降りてくるやつ。登りじゃなくて降りてくるほうですからまだいいですけどね。背負子を付けて二俵担いで下まで。とにかく人手がないもんですから。　　
昭和一〇年くらいですか。
島野
　
昭和一九年の、彦根中学の卒業ですから。
　　
男の子の働き手の方たちがどんどん兵隊にとられた
時期ですね。島野
　
そうです。家内なんかは、今はもうなくなりまし
たけど、女学校がありまし ね、そのころは彦根中学と彦根高等女学校、それから彦根はあと商業学校と工業学校があったですね。ですから、家が仕事をし い ところの子どもたちは、親のあとを継ぐのだったらもうストレートに工業学校へ行くん ない は商業学校へ行くわけです。　
親が給料取りだとか、上の学校にいかなならんような
希望のある人間は彦根中学へ行く。もう進路はほとんど決まってる。あれはどこに行くんだ、どこへ行くんだって。　
今ではもういなくなったかな、大きな問屋さん。小間
物というか雑貨の問屋さん、それの跡取りなんかは、小学校、それから商業学校 そ でもうやめました　　
それでおうちの家業を。
島野
　
そうです。それから家業を継いだ。そういうふう
に商業学校に入る。彦根中学に来て、それから高等商業学校、経済専門学校へ、そして出てから家を継ぐとか、いろんなコースがあった 勉強したい者はもう一つ上のところにと そんなふうな学校の選び方でしたね。（二）立教理科専門学校入学から敗戦時前後まで入学に際して
島野
　
立教を受けたのは、東京に私の生家があり、通学
ができたからです。しかし、あれほどの空襲を受けるとは、そのころの人間としては思いのほかでした。何とはなしに東京へ行って、 〔試験を〕受けては落ち、受けては落ちで 拾ってくれたのが立教と うことになります。　　
では、いくつかの学校を受験なさっていたのですね。
島野
　
学校〔立教理科専門学校〕には、結局は〔昭和〕
一九年に入って、あのときは、やはり四月入学だと思いますが、私自身は六月に入ったんです。 から、補欠入学だと思います。当時、交通事情などもどんどん悪くなってきますから、何人採ったのか、どのような発表の仕方をしたのか分かりません。　　
東京では下宿を利用しましたか。
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島野
　
下宿です。下宿はね、戦後は浦和のほうに下宿し
ていましたので、それまではどこへ行っていたかな、生まれた家が東京にありました。立石です。子どものときは矢切の渡しで水泳の練習をしていて、せんべいを買ってボリボリ食べながら自宅に帰っていきました　　
立石では空襲がありましたか。
島野
　
なかったです。あそこだけ焼け残った。空襲のと
きは中島飛行機で手配してくれた金
きんせい
星寮という寮に入っ
ていました。その時に空襲に遭いましたが、これが本物の罹災証明書です。島野
　
〔資料を見ながら〕こんなのにはんこを用意して
あると言ったらおかしいけど、いやあ、なかなか会社は
やるもんですね。手書きでこれを発行してくださった。　　
資料には本籍地の記載がありますね。
島野
　
本籍地、埼玉、児玉郡の丹
たんしょうむら
荘村です。
　　
話を戻しますが、なぜ立教理科専門学校に進まれよ
うというようにお考えになったんですか。　
島野
　
結局、入ってから気が付きましたが当時、立教
大学の予科にいる人は足の不自由な人間、目の不自由な人間しかいないんですね。　
──もう既に召集というか。
島野
　
全部その前年か前々年かにその学徒動員〔 「学徒
出陣」 〕がありましたから、事務でもって全部、召集されたようです。そういう時代だったですから。あのころの六大学の中で工科・理科系 り、工科系の学部をつくろうと思って各大学は努力したんですね。ところが、工科系ですと実習設備が要りますよね。それが調達できないから、仕方がないから理科専門学校というのができた。　
はじめは、立教は医専〔実際は医学部〕をつくるつも
りだったみ いですね、そういうふうにお聞きして ました。ところが、医専をつくるつもりだったけれども、病院はあるけれども、いろいろとだめが出たのでしょね。結局、教えるところは理科でということで、学校スタートしたという話は聞 たことがあります。
写真：罹災証明書（※「松本」は島野氏の旧姓）
※
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どちらで、立教に理科専門学校があるというのをお
知りになったんですか。島野
　
受験しなければいけない。それで、東京でいくつ
か受験したんですよ。
立教での講義の一コマ
島野
　
立教理科専門学校へ入ったときは、確か工業理学
科という科に入りま が、立教理科専門学校という校名であったので、 「理科専、理科専」と言っていました。それで、理科専の一年一組に入れられました。あの頃は担当の先生が付いていました。大須賀潔先生が担当でした。　
それで、入学した際は講義のなかに「道義」という時
間があったんです。大須賀先生がお話してく たんですが、まあ、皆目難しくて分からず、閉口した覚えがありますね。時間をこう、ほかのことを考えながら過ごしました。だから余計分からないわけですね。話すほうもずいぶんつまらなかっ だろうと思いますが、悪い学生ですね。それでも大須賀先生は一生懸命に世話してくださいました。
戦時、立教の建物
　　
もともと大学予科用に建てられた建物がおそらく、
理科専門学校の校舎としては主に使われていたかと思います。授業はだいたい本館でおこなわれていましたか。島野
　
本館ですね。あのころ残っていたのは本館と、そ
れから、何階建てかのあの建物がありましたね、ビル建ての。　　
戦時末期は、陸軍など軍関係者に接収されていて、
木造校舎 ほうを授業に使っていたという証言があります。島野
　
木造は空きの教室で、入学のときの教室としては
そこをあてがわれました。木造の教室が、四教室ぐらいあったのかな 二階建てではなく一 だと思います。そこを使った覚えがあります。　　
はい。昭和一九年の入学でいらっしゃるので、陸軍
などによって建物が接収されている時期かと思いますが…。島野
　
まだそのころは陸軍が接収していたというのは、
ありませんでしたね 学校で授業を受けたというのは、この場所としては木造建 の建屋で、一番右側の教室が私たちの組のクラスの教室で、大須賀先生がご担当だったということだけ か記憶がないですね。もうほとんど学校で勉強した記憶がないんですよね。　　
立教大学にあった「御真影」については、何かご記
憶のことはございますか。
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島野
　
全然記憶がない。私どもが入学する前の話ではな
いですかね、恐らく。
立教での編入学
　　
立教理科専門学校をご卒業されて、立教大学経済学
部に進まれたということでしたが、その経緯を改めて伺わせてください。島野
　
戦後理科専を落第して休学してのあと、もう世の
中が変 っ 、知っている顔は誰もおりませんでした。〔敗戦後に学校へ〕帰ってきたときは、確か工業数学科というのにクラス替えになってしまった。　　
工業数学科に科が替わってしまっていて、卒業前に
転科なさった でしょうか。島野
　
卒業前というよりは、私が学校に帰ってきたら工
業数学科に っていた。わたしは 「数学というのは一番嫌いで、何も分からない」と言 たら、 「それは困るよね」ということで、替えてくれ の 工業化 科でした。それで、気を取り直して行ってみたんですけど、有機になったらまったく分からな 。こ もだめだと思ました。　　
島野さんはその後、昭和二四年にご卒業したと伺い
ました。島野
　
はい、立教理科専門学校を、転科、転科、転科を
重ねて、卒業しました。卒業の前にもう新制大学に替わったのかははっきりとしないんです。替わったように思いますが、理科専を卒業したのか、それとも新制大学になって新制大学を卒業したのか、そこのところは自分でも記憶にないです。工 経営科を卒業したのは覚えています。卒業式は、別にそれに出ても出 くても、あとから履修するの 関係ないからって、卒業式は出なかった覚えがあります。 「これから これだけではあか なあ、もう時間の取りついでにもう一ついかないとだめだ」と思って、や 直しました。経済学部の経営学科業ということになり したが、なんか混とんとし しまっています、そこら辺は……　　
〔大学の〕三年生から入られたということでしょう
か。島野
　
そうかも分かりません。変則的対応だったので
しょう
戦時、辻荘一教授の防空壕建設の指示をめぐって
　　
戦時中の話ですが、辻荘一先生の指揮下でチャペル
の椅子を分解 て、それを防空壕のふたにされたというお話が〔いただいたメールに〕ありました。当時、実際にその作業に加わられたんですか。島野
　
ええ、そうです。防空壕を作ることにな 、それ
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を防空壕のふたにすると丁度よかったですね。そんなことを言ったらいかんけども、当時、チャペルは倉庫でした。椅子は使われていませんでしたね。　　
あのときにチャペルにあった仕切り、スクリーンも
一緒に取り壊しましたか。島野
　
スクリーンには手を付けたように思いません。ス
クリーンは残ったんじゃない な。　　
立教ではそのときにやはり、外されたと伝わってい
ます。島野
　
スクリーンには、学生が手を伸ばしたぐらいでは
届かないですよ。やぐらを下に組んで外さないといけない。あれを外すといった 、金と時間がかかりますよね。　　
大掛かりな取り外し作業ではなかった。
島野
　
椅子はね、そのままポー とやったら外れる。
言ったらいかんけど、 れますよね。防空壕のふたといったら、うってつけでした。　　
はい。辻先生は積極的にその点も指示されたんです
か。島野
　
積極的というより、あの方が指揮をとらなかった
ら何をされるやら分からん事態でしょう。　　
そうですね。
島野
　
様子の分からない方でしたら、それこ 何をされ
るか分からなかった。ですから、辻先生が指揮をとられ
たからこそ、よかったのはないでしょうか。だいぶ悪口を言われたみたいな気がしますけど、辻先生としてはその矢面に立って、 「ひどいことしやがる」みたいなことをその当時の方が んな思っていたのではないでしょうかね。でも、ご当人とし ら、自分が付いているから、これ以上のことはさせないようにと う配慮はできますね。私はそのように取りますけどね。辻先生のご苦労というのは割合目 見えないところにあったと思います。辻先生の評判が悪いというような話を聞いたことは、私もあります。非常に風当たりが強いんだと、戦争中のひどいことです しかし、あ 方のお げで節度のある、その処理の仕方になった。そのように私は理解しますけどね。　　
そうですね、はい。すべてを壊してしまうというよ
うな最悪の事態があると ると、そこを食 止めるお役目をされたのが辻先生ということですね。島野
　
そうです。ですから、それが力不足だという言い
方をしていたら、おまえが代わ にやってみろということでしょう。いや、それをしてもらったら困るというが辻先生の立場だったんですか できるだけ、何とか、一つずつ外して っても、礼拝堂として再生できるような、そういう外し方をしていた。私が覚えているのは、チャペルの入口のところに 今はもう時代が違うか
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ら〔変わったかもしれませんが〕 、卒業生のだれそれと、その戦死した方のプレートがありましたけどね。そ は今はどうなりまし 。　　
あります。残っています。
島野
　
それはそのときもうありました。椅子を外してい
るときに。　
学校の礼拝堂を壊したときの記憶は鮮明ですね。あれ
はひどかった。バンバラバンにして壊して。　　
椅子を持ち出して、もう完全に壊すような感じだっ
たのですか。島野
　
ええ。防空壕用の正板と下板が欲しいわけだよね。
長椅子を防空壕を掘った上 かぶして、芝生を乗せたら一見何もない。礼拝堂のごく近くに作りました。　　
そこまでの作業をされたわけですか、そのとき。
島野
　
そうです。誰か避難したんだと思いますよ。
学内の防空壕の利用
　　
学生自身は避難することはなかったということです
ね。島野
　
つくっただけです（笑） 当時はもう、大学には
留守番しかいなかったはずですから、住んでいる人と。　　
実はよく実態が分かっていないの すが、当時はそ
ういった施設には一律に防空壕を設けろというような命
令があったのでしょうか。島野
　
自分のところは自分で設けていた。だから、命令
ということではなく、もう必要に迫られて防空壕を作っていたと思います。ところが私の住んでいたのは下町ですから、掘ったらすぐに水がでてくるのでまともな防空壕はできません　　
空襲の時に井戸に入ったという話はよく聞きました。
怖くてね。島野
　
わたしの住んでいた下町にはなかったですね。山
手のほうなら掘っても水は出な でしょうから。立石にいましたから水が出てひどいもんでした。住まいは中川のそばでした。　　
前にお話を伺った、戦時中に防空壕をみんなで作っ
たという話がありましたが〔後日あら めて聞き取り〕立教大学の記録にも少し残っています。ただ、どの時点を防空壕の完成と見るかというのが難しく、工事の全行程をやり切った か。それとも未完成で終わっ のか不明です。島野
　
未完成だったと思います。
　　
やはりそうですか。
島野
　
あそこに潜り込んだ いう覚えはないです。
　　
訓練で使うようなこともなかった。
島野
　
実際に役に立つように作ったつもりで ありま
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けれども、それを使って「 〔爆撃機が〕きよった、きよった」ということにはならなかった。そこまで学校にいられませんね。あちこち動員で学生は出てしまうから。学校に来て すぐに動員先に行くのだから、学校にいるのはごく僅かな時間でした。　　
では、確認になりますが、チャペルから椅子などを
運び出されて、防空壕のふたにしたという作業はされたけれども、実際に防空壕を使ったり、あるいは実際に学生自身が活用す と うことは かった。島野
　
ない。あそこではもう、礼拝はしていませんでし
た。礼拝のときに空襲警報が出て云々ということもないだろう。また当時、チャペルの中には学生は なかったけれども、生活するために学食 二階に住んで た人ちはいて、かれらがどこかに逃げ込むの 防空壕が必要だったのでしょう。学校の中 いる人間というの 、とえば、学校の用務員関係者と あそこの学食の二階をすみかにしていた方々 先 方もいました。　　
教職員の方も住んでいたんですか。
島野
　
教職員もいました。オーガニストが二階に住んで
いたのを覚えている。　　
食堂の二階に住めたんですね。
島野
　
住んでいましたね。中に入ったことはないですけ
ど、廊下まで上がった覚えはあります。ここで住んでる
んだと思って。そんな広くはないですもんね。いくつか部屋があったと思いますよ。
高松孝治先生の戦争批判
　　
教員の方の話が出ていますので、少し集中してお話
をと思います。また、戦時中の話として、高松〔孝治〕先生が教壇で戦争批判に関することをおっしゃったというようなお話が、いただいたメールにありました。島野
　
その件ですが、高松先生による英語の科目が工業
理学科の中にありました。そうでないと高松先生との接点がないはずですよね。それで、その きに高松先生は商用英語だったか、とにかくコマーシャル・コレポン（com
m
ercial correspondence ）の通関の書類を作る時代
でもないのに、それを工業理学科で開講して のは不思議ですが、とにかく聞いたことは間違いあり せん。そのときに、陸軍の将校が履いていた長
ちょうか
靴とラッパズボ
ンみたいなのがあるでしょう。高松先生 、 の長靴を履いて、あのズボンを着て、上は羽二重のカッター・シャツを着て て、なかなかダンディー した。　
あのころでも、ほれぼれするような、なかなかのスタ
イルで、教壇に立っていて、英語を教えるのではなく、いろいろなお話をしてくれた。戦争の話をすると、 「日本は負けますよ」と（笑） 、 「こん ことして ら その
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うちにもう、間もなく負けちゃいますよ」という話を高松先生はおっしゃられていました。私がよく覚えているのは、 「でも、こんなことを皆さんお家へ帰ってお話しされたら、私なんかたちまち、明日は憲兵さんが来て連れていかれますわな ははは」 言って笑っていらした。　
ご自分でおっしゃっていたことのなかには、 「この
カッター・シャツは、あの幾日にＢ
―
25が落ちたでしょ
う。あのとき、降下した、あのアメリカ兵の落下傘の生地ですよ、こ は。あ で作ったんです」と。高松先生は、その捕虜を尋問した立場にいらっしゃるわけだから、なまじかなことで 憲兵さんが来て引っ張る権限がないだろうし、引っ張られる恐れもない。また、 れわれも聞いたからって、戦争中ですからみ な口が堅くなっている。 「なあ、先生 んなことしゃべった」なんていう話をするやつは誰もおりません 「まあ 皆さん帰ってこんな話をされるとたちまち、あしたは私 憲兵に捕まって大変で わね」と言って「はは 」 言って笑っておられたね。　
そうでないと、そんな生地が手に入ることはなかった
でしょう。だか 、その生地が手に入る立場にいるということは、高松先生はもう憲兵に接触しているわけです。憲兵さんたちはみんなパラシュートの生地をお互に分け合ったんだなと思っ う理解していま
そういうおもしろい、内輪話を、ざっくばらんにお話していました。　
何かにつけて、そのような記憶が残っているわけです。
戦争中に立教に入っていろいろなことがありましたが、それは、 「ああ、別に不自由なところは何もないな」と、自由な学校だなと感じました。一方でそれなりに国の政策があるからいろいろと締められて ると ろはもちろんですけど、他方で、だからといって学生たちに、それができるだけ極端に響きが来な ように、先生方も、考える方は十分注意されておられたのではな か いう気がします。　
あの時代、他の学校と立教を比べたら、相当異色で
あったのではないかと思います。
立教での軍事教練と飯島大佐
　　
持参した資料がございまして、立教学院史資料セン
ターで昔、作った図録〔 『
B
R
IC
K
S A
N
D
 IV
Y
』二〇〇
〇年〕がございます。島野さんがご在学のときの写真の複写資料なども持参しました。また、メールにありました飯島大佐の写真も入 ております。島野
　
飯島さん、どうされたでしょうね、本当の話は。
　　
やはり敗戦直後にもう亡くなりました。
島野
　
自然死ですか。
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ええ。
島野
　
飯島大佐はベートーヴェンの「運命」をかけなが
ら割腹自殺したという話がもっぱらありました。 「さすがは飯 大佐だ」と思っていましたけど、それはうそだったんですか。　　
病死ということのようです。
島野
　
私などは、飯島大佐に関するいろいろな資料を見
ると、 「厳しい、ひどいやっちゃ」と書 てある実際は違うのではないかと思うのですよね。なぜなら、もう一人いる配属将校の方が実務を担当したわけで、飯島大佐はいっさい、直接ものすることもなか た。かれの声も聞いたこ がないんですよ。集められて、話を聞いたこともないです。顔は見てますけ 。　　
飯島大佐は話さなかった？
島野
　
話しませんでした。ご本人が話したのを聞いたこ
とがありません。飯島大佐と直接、面と向かって怒られたとか、どうやってほめられたとか う証言があればまた別です 、そういう方がいるという話は聞いたことありません。ただ、私どもが聞いて るのは その う一人の配属将校は実際に実科を担当し 方で その方の話のなかで、 「あそこから飯島大佐殿がもうじき出てこられる。出てこられたら あそこ あの何号館の ころをこう来て、われわれのところを通 、向こう 曲が
られる。曲がったらもう帰ってこない」と言うんですよね。断言するんですよ、 「 。ですから、お願いがあ と。 「私が号令をかけたら、私の言うとおりしてくださいね。それだけがお願いです。分かりましたか」と言った。わたくしたちは は 」と言って。返事はみんないいんで よ、戦争中ですから。躾がいいですから、もう中学校でみんなできています ら。　
その後、わたしたちを集めて話を始めました。わたし
たちは、自由な姿勢で、あぐらをかこう どうしよが、かまいませんでした。その配属将校は、いわゆる世渡りの「ばか話」をしてくれるわけ す 戦争の話などは全然出てき せん。その方の話の中には一つも出てこないんです。とに く、世の中を渡 ためには、ちょとこうやって、こうやってと。とにかく戦争の話は聞いたことがありませんでした。　
世渡りの話をしているうちに、 「先ほどお話ししたよ
うにあの角から飯島大佐が出てきた と。つまり、私ちは飯島大佐 は別方向を向いているから確認は きないのですが、その配属将校は、 「飯島大佐殿が出 こられた。こちらのほうに今歩んでこられる。先ほどもお願いしたように、皆さん、ちゃんとしてくださいね 言うわけです それで、声が近づいてき っちの声が向こうに聴こえるぐらいになる 、 「学科は終わ た。
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これから実科に移る。整列」と声がかかる。整列自体は中学で教わっているので、ダッと起き上がって、チャチャッと整列できます。そして、しばらくすると、その配属将校は「飯島大佐殿は何号館の角を曲がって見えなくなった。もう帰ってくることはありません。どうぞ皆さんご自由に」と言うのです。こういうことの繰り返しでした。　　
それをその飯島大佐とは別の配属将校の人がそのよ
うにおっ ゃった？島野
　
そうです。ですから、グルとしか考えられません
ね、ど 考えたって 飯島大佐は本当に厳しかったのでしょうか。それともやはり、あの方も人の子どもの親であるし、もしも子どもがいないとして 、どこかに親類はいるだろ し、自分も子ども時代があったことでしょうから。軍人さんが厳しいのは当たり前 話ですからね。　
ともあれ、飯島大佐が厳しいというのは当たり前な話
だろうけれども、それが立教大学をつぶすとかつぶさないとかいう話 当然、仕事のうちであったでしょう。仕事のうち、つまりＰＲであったと思います。その め、飯島大佐には、実際言われているほど悪人めい 評判というのは本当かど か分かりません。流布されていることは、私の受け取った印象とは違いますね 個 個人の印象ですから、みんな違い す らね。
　　
いや、でも、そういった面を実際にご経験されたお
話というのは、非常に貴重なご証言だと思います。
王子の消防署での体験
　　
一九四四年の秋に勤労動員で、当時はまだ三鷹に
あった中島飛行機製作所に動員されたとのことでした。島野
　
最初は、王子の消防署に配属されました。赤羽で
降りてたか王子の駅で降りたか、とにかく王子 消防署へ行くんですけど、警戒警報が出たら行かなければなりませんでした。当然、警戒警報が出て そのまま解除になる場合もあるし、空襲警報も鳴るでしょう。しかしながら、警戒警報が出 ら、ほかの はともかく、警戒警報が解除になったら帰ってこられますけど、そ ではなかった 王子の消防署まで行かなければな ませんでした。　　
それは、立石にいらっしゃった時も？
島野
　
はい、自分のいるところから。
　　
どこでも。
島野
　
はい。
　　
立教の学生 あるということによ て、その守備範
囲はその王子の消防署の管轄であったということ すね。島野
　
王子消防署は、ほかに指名された者がいるのかど
うか分かりませんが、私はとにかく王子消防署 けと
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命じられました。二～三回ほど行きましたね。ところが、王子消防署に行くと、消防署はもぬけの殻なんですね。警戒警報が出たときは、署員はどこかへ行ってしまうんですね。そのもぬけの殻のところへ って、ポケッとしてただいるだけでし 。そこにいて、何か起こったら対応するという立場で、警戒警報が解除になったら帰ってくると。そのため、消防署の方にお目 かかったことはありませ した　　
不思議な話ですね。
島野
　
これも不思議ですね。今、考えたら、行っても行
かなくても、よかったのかもしれません。あのとき、「途中で死んでしまったら、どないなるんやろうな」と思って。　　
それは、特設防護団のことですね。
島野
　
ああ、それですかね。
三鷹での勤労動員
島野
　
何か、とにかく分からんのです。何の理由でそこ
に行かんならんのか分からない。とにかく言われて、そこに行かなければいけない。割合にクソまじめなほうでした。　
それが終わりになって、年末だったかと思います。中
島飛行機に動員されることになった。はじめは家から
通っていたんですが、立石からですと三鷹まで割合に不便で、とにかく新宿に出なければいけなかった。新宿に出て中島飛行機がある三鷹に移動すると時間がかかるので、それを伝えたところ、寮をあてがわれました。この証明書にある金星寮ということで 西荻窪にあった、二階建てのアパートメントでした。そこは、中島飛行機が接収していて、その一階の部屋に学生 四～五人で一緒にすんでいました。寝具はもちろん付いていますけど、ノミも付いていましたから大変でし 。　　
ノミも一緒に。
島野
　
ノミも一緒にいるんです。それで、ノミ取りから
せないかん。あのころ、薬も何もないですから。われわれは工場から帰ると、まずそのゲートルを取って、膝までズボンをめくって、そして部屋 中に仁王立ち なるんです。そうすると、 「さあ、食事時間ですよ」 なもんで、ノミが飛びついてくるんですよね。そして、あらかた飛びついたころ、それをとにかくつぶすんです。けれども、まあ、大変です。それが終わっ から、やっと風呂屋へ行きます。風呂は寮にはないですから、銭湯行くんですよね。銭湯に行くのに、まともなものを履いて行ったら、帰りにないんですよ。ですから、たのものを履いていっても消えてしまうのです 銭湯に行くのにも苦労しまし 。加えて、銭湯は銭湯で、入っ
－ 157 －
インタビュー
たらもう、ギューギューですからね、人の間に割り込んで入って、もう銭湯に入っているのか、お互いにこうやっている間に体が洗われるみたいなものでした。当然、脱いだものも消える恐 があります ら、裸で帰ってこないかんです（笑） 。裸足はいいけど、裸はかないませんよね。　　
〔罹災証明書を見ながら〕この中島武蔵というのは、
どういう意味なんですか。島野
　
これね、武蔵製作所。中島飛行機株式会社武蔵製
作所とい 意味です。三鷹の辺りが武蔵野とか武蔵と言われていました。　　
今から二十年近く前かと思うのですが、立教学院が
百二十五年史の編纂時に、立教理科専門学校の卒業生の方も含めた聞き取り調査を行ないました。聞き取り対象者の中で、浅川で敗戦を迎えた方が らっしゃいまして、学年は島野さんの一つ下か上の方かと思います その方の勤労動員に関しての証言のなかでも同様に、資材が届かなくなってしまって、事実上ほとんど稼働 てない状態だけれども、やはり現場には行か くてはいけないという証言がありました〔立教学院百二十五年史編纂委員会編『立教学院百二十五年史』資料編第一巻、立教学院、一九九六年、四六四～四六八頁〕 。島野
　
恐らく同期の人だったと思います。あの前後で
は、現場に行ったのに、資材がないはずはない。私たちの学年だけしか体験してないはずです。私が学生会をすべてまとめましたから。　　
証言をなさった方は、林篤さんです。ご存じです
か？島野
　
お名前だけは存じています。とにかく東京大学に
青山学院、それから女性の学校では、大正大学〔立正大学〕の女学校だった大正女学校〔立正女学校〕などの方が中島飛行機の現場に来ていました。私が経験したのは、工員さんが憲兵さんに、ゲートルを履いたまま正座させられて、恐らく遅刻か何 したんだろうと思いますが、とっちめられているのを見ました。 生にこれをやられたらかなわないなと。　
しかし、考えてみたら、憲兵さんからやられるかやら
れないかは分から いけれども、恐らくやられなかったんだろうと思います。向こうも忙しいから、学生まで餌食にするはずはないけれども、そこで 学生だけで「逃げる」方法をなんとか考えないといけな と思って、中島飛行機の現場の事務所に行きました。そのときに同社の総務部長に会いに行きました。の ほど調べたら、浅野均一さんとおっしゃる方がいて、三鷹の郊外に浅野病院という施設があり、中島飛行機の衛生面はその浅野病院が引き受けていました。そ 浅野病院の院長 総務部
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長で、中島武蔵の総務部長でもありました。
動員先での学生組織の創出と運営
島野
　
さて、私が事務所に行って「学生で組織をつくら
せていただけませんか」と申し上げたら、今でも覚えています、浅野さんは「よござんす、おやりなさい」と言いました。そういう言い方ですね。 「よござんす、おやりなさ 。あなたにその気があるんだったらおやりなさい」と、お墨付きをいただき、即座に決定 まし 。普通であったらたとえば、稟議にかけるとか、相談してとかなってなるはずでしょう。でも即座に「よござんす、おやりなさい」と。　
加えて、学生の組織作成をお願いに行ったときと同時
であったかどうかはさだか はないの すが、私はまじめだったのか、とに く女学生が割合 休むんですよね。それで、診療所の所長兼総務部長のところに相談行って、 「女の学生が休むんですけど、どうし らいいんでしょうか」と言ったら、 「 や 別に放ってお たらいいですよ」と返答をいただきました。ちょっと言葉は違うかも分かりませんけれども とにかく気にしいのがい 。休むときは休むんだ ら、出てきたくなたら出てきやはるで大丈夫だ」というよ な、そんな表現でした。
　
さて、現場での最高のお墨付きが出たわけで、 「しめ
た」と思って、まず、創ったのが物品払出伝票類ですね。というのは 話が後先になりますけれども、とにかくあるところにはあるんですね。　　
物が。
島野
　
物があるんです。あの時代に、活字をカチャカ
チャカチャカチャ 拾 和文タイプライターが、倉庫に行くと何台もあるんです、たとえば、当時は考えられませんが、文房具はノートもあるし、鉛筆もちゃんとある。「あ、学生で運動会できる」と（笑） 。それで、学生会を創って中島飛行機に勤労動員されていた学生をひとまとめにした。学生会をつくる代わりに、学生には言うことを聞いてくれなあかんと。それで、そうとなれば事務所を創らないかんですね。　
そのため、東京大学の方と、それから青山学院から一
人と、私と、それ ら大正女学校〔立正女学校〕のとで事務所 って、それをそのまま浅川まで持っていったんですよね。　　
浅川に移転したあとも、その学生会も同時に移転し
た。島野
　
そうです、考えたら、学生会の組織は浅川に移転
する前ですね。それは私が吹き飛ばされたあとか前か、ちょっとそこのところ 記憶にないですけれども、恐ら
－ 159 －
インタビュー
く吹き飛ばされたあとではないかと思います。　
あのとき、とにかく飛ばされて、今でもちょっと痕が
残っていますよね。あれは油脂爆弾というんですかね。あれをあとで調べたらＰ
―
41という戦闘機ですが、航空
母艦から出た戦闘機が飛んできて、制空権がこちらにないわけですから。 、たいてい二～三時間前に空襲警報があって逃げ れるわけだけど、そのときは警報 ないなかで、いきなり爆弾が放り込まれた。わたしたちが仕事場で作業し いるところへい なりボンとやられたわけです。それから逃げるわけですから。　
作業当時は、粗悪な生地のズボンを穿き、ゲートルを
巻いていました。近眼でメガネ かけて たのですが、爆風でメガネは吹っ飛ん しまい、帽子も っ んでしまって、もう頭もチリヂリになりました。それで、ここ〔顔を指しながら〕のところにベターッと石が付いて、こちら鼓膜が破れる、膝は擦過傷で、もうちょっ 膝がまるまるいかれるところでしたね。　　
「罹災証明書」には、顔面および頭部やけどと書い
てありますね。島野
　
もうちょっと爆弾が近くで破裂したら危ないとこ
ろだった。爆風で飛ばされながらも、何とか足 動いたんですよね。立石の家に帰ってから、一〇日間ぐらい寝たんかな。それで、起きてきてから今度は浅川へ逃げ込
んだ。　　
浅川に行く前に、三鷹の工場で怪我をされて、立石
で療養されて、で、一〇日後にはもう浅川に向かわれた。島野
　
はい。その罹災証明書をもらって、それからすぐ
だと思います。
三鷹・浅川の工場の概要
　　
三鷹での勤労動員の状況をお聞かせください。
島野
　
はい、この工場の概要を言いますと、中島飛行機
が作っていたのは零戦で、三菱の飛行機です。エンジンは中島製作所の武蔵製作所が全部供給していました。当時、二つの工場がありまして、真ん中に塀がありました。中島飛行機株式会社武蔵製作所と中島飛行機株式会社多摩製作所という二つ工場があった。それぞれが陸軍、海軍に所属していて、それぞれのエンジンを作っていた。　
しかし、戦局が悪化してきてそんな時代ではないとい
うことになって、戦争 の官庁改革で軍需省 う名前に替わりまして、真ん中の塀を壊して中島武蔵という一つの工場ができたわけです。それは日本の戦闘機の零戦、隼のエンジンを供給する唯一無 の でした。その工場で全ての機体 エンジンを供給するわけ すから、工場が稼働しなかったらエンジンの替えがないわけ す。機械工場としては浅川の武蔵製作所が担 、田無にはそ
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のエンジンの試運転をする施設がありました。組み上げたエンジンを浅川から田無へ持っていって、二四時間運転する ですから、とにかく回しっぱなしにして、試運転に合格したものが出荷される仕組みでした。　
その当時、配属されたのですけれども、とにかく戦争
末期というか、工場も正門の前に大きな穴が開い しまって、そこ らは入れないときがありました。工場自体は、門を入るとすぐに地下道に入るようになって ました。地下道へ入って とにかくどこへ行くのも地下道へ歩いていきましたね。　
浅川に疎開したのは戦争末期で、工場の疎開にくっつ
いて人間も疎開しました。しかし実態は、もう戦争末期ですから、かろうじて工場であ たとき は、組み立てはできていたはずですけれども、生産自体が難しい状況にありました。エンジン工場では エンジンの試運転工場があり、エンジンを試運転 ている音が きどき聴こえます。その音が聴こえている間 エンジンが組み上がっているという理屈になります。けれども、浅川行ってからは、試運転工場が近くにあると聞いたこともないですから、生産自体は工場が移って終了したのかと思います。それで、工場にある工作機械も疎開 に移転していました。私も配属されたときはもう、どん んと工場移転を進め いる最中でした。
　
当時、浅川では機械の保守をする場合、それだけでも
大変で、準備は動力車で回していましたけれども、仕事ができるというより仕事をできるように準備すると言ったほうが正確ではないでしょうかね。私たちのする仕事は、坑道の入り口に網を張って、あちらこちらから木を切ってきたりして、ふたをする。それ ら、 ろいろな物資を保存するために 少し掘り下げた半地下の壕を作って、それの屋根を造る仕事とか、いわゆる土方仕事の手伝いを学生がしていました。そうい 仕事ですから、工場に行ってやっていた仕事より、しんどいわけですね。　
もうずいぶんと人員の不足が出ました。その時の記憶
ですが、工場 学生会の事務組織の中に、早稲田実業の子を入れてなかったんですね。そうし ら、早稲田の関係者から呼び出しがかかって、 「来 くれ」と言って行ったら、田んぼの中で、抜き身の日本刀を片手 待っているんですね。こちらは素 でね、向こうは日本刀。　　
抜き身。
島野
　
「切るぞ、言うことを聞かなかったら」と言われ
て、 「切るなら切ってみろ」と言い返しました。なんぼ戦争中でも「切った られた」となると警察沙汰ですから、こちらのほうは度胸が据わっていたの 震えながら言ったのか、 う記憶がありませんけれども、これは
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やっかみの脅しだなと思って対応しました。彼らがこちらの事務室に来たら、 「きれいな姉ちゃんは一人いるし、楽そうに事務をしている けしからん」と。 「俺たちの学校は何も学生会 関われず、言うこと聞くだけで、作業をさせられてるのか」と。それは当然そうなりますね、若かったら、お互い。　
それで、早稲田実業という学校があるなというのをそ
こで初めて理解しました。早稲田大学とまた違 んだなと思っていたら、全然関係がないというのが後年、分かりました。でも、なかなか気合の入っている学校だなと思いました。懐かしい名前ですね、 実業 いうと。　
さて、はじめに接収したお家は、寝るために接収した
のですが、どちらかの大学の先生のお宅ではな ったかな。本棚を見たら『資本論』だと がず ずらずらっと壁にあって、 「へえー、今 時代にこん のあるんだ」と思って眺め いまし 。とにかく、中島飛行機が、「出ていけ、出ていけ」と接収してしまうんですね。追い出されたほうは、たまっ もんじゃないですが、そこを寝泊まりに使っていました。　
事務所は浅川の駅を降りたところにありました。今は
もう駅も変わっているでしょうから 実際の場所がどこかは分かりません。駅舎自体が移転しているかどうか知りません。当時の浅川駅の前にはちょっとした広 が
あって、その向こうに茶店が一軒ありました。その茶店の奥に、食堂が付いていて、その食堂に下には渓谷があるんです。その食堂を、事務所としてこちらは使わせてもらいました。その家の方はそこで仕事をしていましたが寝泊まりするところはもう人 追い出され いました。　
その後、八王子が空襲を受けて、浅川の駅前も危ない
から、事務所を寝泊 りしているほ に移しました。駅前のほうを返して。　
それで、戦後、腸チフスになって、学校を出てきたと
きは、浅川の食堂の方に長いことお世話になっていたことがあります。ですから、しばらくの間 浅川から池袋まで通っていました。「中島ハリキリ錠」 ・ 「中島チカラ錠」島野
　
そのときの学生の生活というのは、浅川では土木
作業ですからしんどいですね。だいたい、近くで寝泊まりしているのはわれわれだけで、あとはみんな通ってきますから、作業場に人数がそろったりそろわなかったりしていた。作業は、定時に始まりました さて、そこでは、中島飛行機ですから、 「中島ハリキリ錠」というのと、 「 チカラ錠」というのがありました。中島ハリキリ錠 号数が決まっているんです。一号 二号、三
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号とあったかな、それとも一号、二号だったか記憶が曖昧です。チカラ錠は、エビオスとか、わかもととか、あの醸造の酵母をペレットにした のがありました。あのタブレットにヒロポンを含ましてあるんです。それで、号数は一号、二号だ 、二号、三号だったかな、とにかく号数があって、一号より二号が強いんです。　
それを学生たちが仕事にかかる前に配るんです。 「欲
しい人？」と呼びかけて。要らない人もいますから、欲しい人に配っていました。呼びかけをすると、不思議なのは、 「もう一錠くれ」と言うやつがあるんです。そのために二号があるわけですから とも くもう一錠をくれと言う。 「は ー、この薬は、おもしろい 」という感じですね。とにかく力が出ると言うんです。　
ハリキリ錠は、その若者向けにヒロポンが入れてあっ
たと思います。チカラ錠とい のは、これはちょっと横長のゼリー錠でして、甘いんです。甘みが付いているビタミン剤でした。それで、今考えたら悪いこ な思うんですけど、そのハリキリ錠は学生 みんな飲んでもらって、チカラ錠は、きりがないので、 らな で事務所に置いて、お菓子の代わりにポ ポリ食べていました。お菓子代わりにするなんて悪いことですね。悪いとはそんなことをしていました。
立教に在学した植民地出身者
　　
話はかわりますが、立教理科専門学校に入られた
後、あるいは戦後の立教大学の中で、たとえば朝鮮出身の人たちや台湾出身の人たち、とりわけ、学生の人たちの存在については、ご記憶がありますか。島野
　
台湾の人は誰も知りません。朝鮮の出身者は、木
谷平次さんという男が ましたね。卒業名簿には木谷平次で載っているかと思 ます。そ ころのことだ ら。木谷平次は「ワイ〔立教ＹＭＣＡ〕 」 メンバー はずだから、名簿の中に載ってるかと思いますよ。　　
そうですか。
島野
　
はい。木谷平次さんの所属教会は確か聖公会だと
思います。朝鮮名は知りませ が、木谷平次さんが「俺は朝鮮人だ」ということは、本人から特に強調されたことはないけど、話の中に出てきていましたから、ああ、そうなんだと、木谷は出身が朝鮮なんだと。　
ほかの話と混同してるとすると、もう一人男がいたと
思います。二人男がいて、一人が木谷で もう一 いたと思います。もう一人が大阪の戦争前からある、いまでいう病院を経営している子弟でした。二人の人間が一つになってるような感じがします。　　
でも、ひとまずご記憶では周りに二人のご友人の内
の一名 朝鮮出身者がおられたと うことですか。
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島野
　
ええ、一人はそのはずです。
　
戦争終わったあとで、聖路加病院が接収されて、こち
らの人間が入れなかったときがある。木谷が何か関係のあるアルバイトか何かしていて、 「聖路加の礼拝堂を、わし、見たいんやけど 」と ったら、 「ああ、行こう、行こう」といって連れて行ってもらいました。接収されている聖路加の礼拝堂へ って、 「こんなとこないよなあ」と思った記憶があります。　　
では、その聖路加では、朝鮮人のお一人がアルバイ
トをされていたわけですね。島野
　
かれは自由に当然入れますね。礼拝堂に入った記
憶はあるけど、こういう礼拝堂だ た、どうだこうだというのは鮮明ではなく、ただ行ったと う記憶はあるいうだけです。あとはボヤっとしていますね。
（三）敗戦時前後から経済学部転入、卒業まで敗戦前後と編入
　　
一九四五年の八月一五日は、どちらでお迎えになら
れましたか。島野
　
そのときは浅川です。もう下痢をしている最中で
した。八王子で爆撃があって、跡を見にいったのですがどこかの倉庫が爆撃でやられて、鮭缶があたりに破裂し
ていたんですね。気を付けて食べたつもりだけど、それを契機に腸チフスになりました。そのため、いわゆる終戦の詔勅というのがラジオで流れ いるときは、下痢しながら、借りていた浅川の事務所で聞いていました。それで、そ まま体調を崩しながら、埼玉の田舎に家があったのでそこに家族全部 疎開したと記憶しています。　
戦争が終わったときに腸チフスをやりました。学校へ
戻って、休学して。 だと出席日数が足りないというので、ねじ込んだらどう かなっ のか分か せんけど、落第しました。それで食糧事情が悪いから、ついでに、もう休学してしまえと思って落第 契機に休学の書類を出してきま た。学校に出てきたら、もう世の中変わってしまっていますからね。もう全然、あれよあれよという間に変わっていました。あまり勉強も好きではなかったからあっちこ ちの講義に出席してみ した。結局、自分のところの学科 は出なかったのかなって（笑） 、そんな感じです。　
落第、休学を経たので昭和一九年入学で卒業は同二六
年となりました。　　
島野さんご自身は、日本が負けた八月一五日は、恐
らく下痢で、もうそれどころではない状況であったと思いますが、当時、日本が戦争に負けた いう現実に対
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てどのような受けとめ方をされていましたか。島野
　
皆さん一緒ではないですか。 「これで死なないで
助かった」と。死 ずに済んだというのがみんなの実感であったと思います。一方で、二重橋の前に行って、ひざまずいて、涙流している人び もいました。あれも現実でしょうし、こちら 感じたのも現実でした。だから、みんなそれぞれ立場、置き場であったのでしょう。ですから、一つの面だけで、 「これが実態」と言って決めつけてしまうと、 つの、 時代でもややこしい話になってしまいますね。　
だから、自由というのは、自分が作り出すというか、
それぞれが自分の周りを自由に ていけばそれでいいので、それが世の中の自由になるのではな しょうかね。そのような感じがありますね。不自由にしているのは自分自身が不自由にしているからで ユーモアがあの時代になかったと言ったら、うそではない すかね。それなりに「あははは」と言って暮 てい した。　　
戦時期にもユーモアはあるところにはありましたか。
島野
　
そう思いますね。 「撃ちてし止まん」とだけ言っ
て、ご飯を食べていてもおもしろくないですよね。 「きょうはどこそこに買い出しに行って、うまく〔食料が〕買えた。上手に警察官が見逃してくれた」 て、見逃していたはずですよね。捕まえようと思 たら捕 えられる
のにしなかった。捕まえてしまえばいいけど、やっぱりお互いさまの部分があって、そのころは上手に生きる時代だったと思いますけどね。生きざ がいろ ろあるんでしょうけどね。
戦後の池袋の様子
島野
　
中島の金星寮に入ったあと、三月一〇日の空襲が
あって、金星寮のところから下町の大空襲を見ていた覚えがあります。そのときに池袋が一緒に焼けたんですかね。そんな記憶があります。でも、池袋が焼 たのは、それからあとかな、上野 ほうが焼けたのはそのときだから。池袋はまた別のときに焼けたんですね。　　
一九四五年四月に池袋での空襲が二回ありました。
四月に なり大きな被害がありました。島野
　
三月のときの空襲のあとには、池袋に住んでい
人が彦根に帰ってきまして、あとからこの話を聞きました。三月のときはまだ池袋は焼けて かったで ね。けたあとは、学校 帰ったと れは何号館だっかな、あの一番高い建物で、そのとき った予科の教室だったのかな、あれは。　　
当時の学内の建物に関する資料を持参しました。こ
れが戦前の段階のもので こちらに戦後の航空写真を少し用意しています。
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島野
　
この〔予科の校舎の〕上から戦後、新宿はまるま
るとストレートに目の前に見えました。こちらから池袋が見えるのは、もう途中、何もなしで、新宿の残った建物がどんぴしゃりで、ポンと見えるんです。間は何もないんです。もうずっと焼け野原でした。　　
空襲のあとの風景ですね。
島野
　
これがわたしの戦後の記憶ですね。どんな風景か
と思って建物にのぼ 、すごい見晴らしがよかった。新宿の伊勢丹が、もうとにかく大きく見えました。あの近くまで行 て、 「額縁ショー」を見にいくんだなと思って見ていました。　
そのころは、池袋の東口にいろいろな施設があって、
西武百貨店や人生劇場〔人生坐とも〕がありました。人生劇場はもう今はないのでしょう。　　
はい、現在はありません。
島野
　
人生劇場というのは、映画小屋だったんですね。
杭を打って、板を渡したのが座席で　　
シンプルなつくりですね。
島野
　
シンプルですね。そこで、映画を観ていました。
西武百貨店は当時、二階建ての建物でした。両袖に階段があって、階段 上がり 二階の中心が吹き抜けの通路になっていました。一畳ぐらいの広さで、間口が一間程度の店舗がいくつかありました。店舗は西武 出してい
るのか、個人が借りていたのか分かりませんが、いろいろな店がありましたね。　　
飲食ではなく、衣料、衣類などのお店でしたか。
島野
　
そういう関係のものばかりでした。しょっちゅう
行っていたような気がします。池袋で映画を観るなら人生劇場へ行って、買い物は西武百貨店へ行って。当時から、木の立 看板に「西武百貨店」と書いた札が貼ってあったのを覚えています。それが のスタートです。あとからびっくりす ような変化ですね。
戦後の教員の姿
島野
　
〔敗戦後病床から〕いわゆる帰ってきてから〔学
校へ〕出てきたときは 縣康先生が担当でした。縣先生によく面倒を見ていただいた覚えがあり ね。卒業して、郷里に帰っ てから、何 原稿を出せと言われていましたが、結局書けませんでした。縣先生に申し訳なかったという記憶がありま 縣先生が寄 依頼を手紙でおっしゃってこられたんですが、依頼内容は覚えおりません。　
講義で坪内逍遥さんの息子さん〔坪内士行〕がやって
いる講義がありまし 。何という講義だったか思い出せませんが、理科専の学科の中にそんな講義があるはずないんですが、 もしろいから チケットをくれる と
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いうので、出ていた。チケットというは、 「額縁ショー」のものだったのですが、講義が終わると「きょうは何枚しかな ですけど、希望者」と言って先生自らあのチケットをくれるわけですね。それで、 「額縁ショー」に行きたいやつはそ 講義を聴 てくるんです（笑） 。当時、出席なんか当然取りませんから にかく誰が来ていたって先生のほう おかまいなしで、みんなおおらかでした。学生も少な ったですから、何をやっても大目に見てくださったような、そ いう気楽な時代だったですね。　
そのころ菅円吉先生のことを「カンインチキ先生」っ
て言って、ずいぶんと たちが、なんかあると「インチキ先生、インチキ先生」 て言って（笑） 。　　
「インチキ先生」と言っていたのですか。 「円吉」だ
から。島野
　
嘘ばかり言うって（笑） 。だいたい哲学博士って
ほんまもんかよって。で、最近になっていろいろ調べていたら、ははあなるほど、文学関係を出たら、とにかく全部哲学博士になるわけだから そういう意味で嘘じゃないんだ、インチキじゃなくて本物なんだと思って 失礼なことばかり申し上げてたなと　　
Ph.Ｄですね（笑） 。
島野
　
ええ。とにかく「インチキ先生」と。たまったも
んじゃないですね。まあ当時の学生なんてそんなもんでしょうけど。
立教ＹＭＣＡへの参加と学生会の会長就任
島野
　
ＹＭＣＡに入っていました。今、大学ではどう
なっているか知りませんけど、当時は文化会と体育会というのがありまして、文化会と体育会でそれぞれ会長〔部長〕がいて、学生会は文化会と体育会の二つに分かれていました。ただ、学生会の会長は、体育会からは採らなかった。そのため、文化会の会長〔部長〕になったら、自動的に学生会の会長にならざるをえません した。　　
そうですか。
島野
　
ええ、否応なしなんです。文化会か体育会の会長
〔部長〕のどちらかが学生会会長になるので なかった。いま考えたら、けったいな話です 、当時はそれがごく普通のやり方でした。　
ＹＭＣＡで取り組みをしていたら、 「ＹＭＣＡのほう
に言えば何とか学校のほうともうまいこといくのではいか」というようなことで こ ちにみんな押し付けてくるわけです。押し付けられて、 「ふんふん」なんて言ってやっていたら、文化会の会長〔部長〕 なり、自動的に学生会の会長になりました。そのため、人望があるとか有能であるとかという理由で学生会の会 就任
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したわけではなく、自動的に、エレベーター式に学生会の会長になったというわけです。　
ただ、それだけのことです。しかしながら、そうする
とやはり、いろいろなことに首を突っ込んでいきました。立教の近所にあった、今ごろ、もう白雲閣があるかどうか知りませんけどね。　　
今もその白雲閣がもとになったリビエラという結婚
式場があります。島野
　
そうでしたか。立派な木造りの白雲閣ができあ
がってから、私と二、三人でなんや知らんけど、お膳のところに座らせてもらって、飯食わせてもらって、酒飲ませてもらった経験があります。 「なんやい これは」と思うようなけったいな経験もありました。近所のお付き合いから何か 一切合切、僕のところに変 ものが振ってくるな いう感じでした。　　
〔資料を出して〕 『立教大学新聞』 （第七三号、一九五
〇年一一月二〇日付）ですが、こちらに島野さんが学生会長になられたときの記事 出 います。島野
　
珍しいなあ。本当だ。ずいぶん六大学野球は応援
に行きました。そうしたら体育会のほう 申し入れがあって、 「会長が来るといつも負けてるから、ゲンが悪いから来てくれるな」って言われて（笑） 。　　
ひどい話だ。
島野
　
でも、しめたと思いました、私は。野球というの
は分からないんですよ。ルールが全然分からないから、どっちが勝とうが負け うが構わなかったのですが、それでは負けますよね。そんな人間が応援に行っているのだから。　　
いやいや、関係ないです（笑） 。
島野
　
それで、体育会の方から申 入れがあって、 「会
長が来ると負けるというジンクスがあるから来ないでくれ」ということで、お役御免になりました。そういうことは記憶 あります。それなりに応援を一生懸命にやったつもりでおったんですけ 。　　
島野さんがお持ちいただ た資料の かに、卒業式
の送辞の原稿があります。 「本日茲に本学第二八回卒業式〔一九五〇年一二月〕を挙行せられる 際し在学生同を代表して一言送別の辞を申し述べます」とあります。島野
　
送り出すほうの卒業式は、送るほうとしてのごあ
いさつをせないかんから、二回ぐらい出た覚えがあります。この原稿は藤間〔繁義〕君が作った。面倒くさいことは全部、藤間君に。 「ちょっと作って。私はもう嫌」 って（笑） 。そういうことは全部、藤間君 担当で　　
この原稿の筆跡自体は島野さんご自身のものですよ
ね。
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島野
　
私です。だから合作ですわ。
　
さて、ＹＭＣＡでの取り組みですが、あちこちのアル
バイトをＹＭＣＡで引き受けていました。 「Ｙ」の会費は当然、部費ですから会員から徴収する訳ですが、あちらこちらのアルバイトを部員みんながやって、そのアルバイトの収入は、個人が引き受けるのではなく、ＹＭＣＡがアルバイトを引き受けるというシステムにしました。ＹＭＣＡが仕事を引き受けるため、勤務の時間帯が割と変則なものでも引き受けられるわけです。個人単位ではないので、誰かをそこに回したらい わ で、責任を持って誰かがその時間カ ーすればよいの 、個人のアルバイトよりずいぶん能率がいいわけ 。　
アルバイト代がＹＭＣＡに入ると、その中から、会費
に相当するチャージを徴収し、会費以外 当然、全て個人に支払いました。なんぼ入ってくるということはみんな分かっていますから、みんな喜んで仕事を請けまね。
ＹＭＣＡでの仕事と生活共同体
島野
　
つまり、ＹＭＣＡ全体が生活協同組合みたいなも
のでした。とにかくＹＭＣＡはチームでいろんなアルバイトを引き受けて、それをこなして、その収入の中から部費を徴収 、残りを一人一人 バックして、それを
ちゃんとノートに付けていました。生活共同体で暮らしてましたからね。　
たとえば、ＹＭＣＡの仕事として、立教女学院の「当
直員」まで引き受けていました。仕事は、朝早く終わりまして、どこかで飯を食わんといかんですから、大学に出てきますと、七時の早祷に出ると。そうするとチャペルの方々は、たまには飯をあてがってくれると（笑） 。そんなことで 竹田鐵三先生にお世話になりました。　　
確か、ファーザーと呼ばれていた。
島野
　
竹田鐵三先生をファーザー、ファーザーと言って
いた。 「ファータケ、ファータケや」と言う（笑） 。さて、岩井さんはごきょうだい〔岩井克彦・祐彦〕がいらっしゃったから、弟さんの岩井さんのほうはだいたいＹＭＣＡの係をしてくださったので、いろいろお世話なっていま た。私はあっちへ首を突っ込み、こっちに首突っ込みでした。　　
先ほど見せていただいた証書、感謝状など〔立教大
学経済学部経営学科卒業証書（昭和二六年度）など〕の中で、学生会の会長としての表彰状であったり、文化会の部長としての表彰状がありました。たとえば、学生会長として、あるいは文化会の部長としてどうい お仕事をなさっていたのでしょうか。島野
　
仕事としては特にないように思いましたね。文化
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会のほうの責任者として、 「あんたのとこ、こんな活動してたらあかん。あれだけやって」ということはお互いに言われたことも、言ったこともありませんでした。体育会のほうでもそうだと思います。ただ役職の名前だけで、誰か人を選ばなければいけなかった。　　
では、文化会の会長〔部長〕あるいは学生会の会長
だからといって、何かほかのサークルや、ほかの所属の部活動などに積極的に何か指示を出したりとか 意見を取りまとめたりといったことは さらなか のでしょうか。島野
　
まったくないですね。社研〔社会科学研究会〕が
いて、マルクス・エンゲルスばかりやってるなあ、とうことは分かっていまし が 指示といっ はお互いにありませんでした。　
議論を丁丁発止やるというのは、それは部の中ではし
ているでしょうが こっちの部からあちらの部へといったように互いに議論したことはなかっ すね。
学生部長・小川徳治先生とＹＭＣＡでの仕事
　　
小川徳治先生との関係についてお話いただければと
思います。島野
　
はい。小川先生にはずいぶんお世話になりまし
た。小川先生からは、メールにも書いておきましたけ
ど、なんかおこずかいをいただいた覚えがある（笑） 。これは機密費だなと思って（笑） 、ありがたく頂戴していました。　
お金が足らないというのは、私の立場として、おやじ
〔小川先生〕にそれ以上の負担をかけるのはいやでしたから、 「足らないものを稼ぎましょう」と思って、ＹＭＣＡであちこちのアルバイトを請け負うという方法を自分で編み出しました。そしていろいろと仕事 しました。もちろん、悪いことをしてお金を作った覚えはな ですけど。　　
仕事の割振りや斡旋はどのようになさっていたので
しょうか。島野
　
表を作って管理していました。仕事の思い出です
が、旧の体育館の下は、排水が悪くて雨が降ったら水がたまるんですよね。あのころはポンプも何もありませでした。でも干上がるまで待ってい れ せんから、床に水が溜 っている中で、部室の謄写版を使って会報を刷ったり ていました。もちろん、アルバイトの手配もしました。　　
立教学院史資料センターに所蔵がある『立教青年』
（通巻第九号、一九五〇年五月）ですが、こちらを編集されていたと記録にあります。島野
　
いろいろやりましたね。とにかく学校へ行って勉
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強した覚えはないけど、ＹＭＣＡの勉強を一生懸命していた覚えがあります。
ＹＭＣＡでの取り組みと図書館での下足取り
島野
　
図書館も今は、当然靴のままでしょうけど、私の
ころは下足を取っていましたから、私が下足取りを引き受けたんですよ。　　
戦後、下足取りをＹＭＣＡのアルバイトの一つとし
て取り組まれていた。島野
　
そこでは、秋山主教のお嬢さんが、来られてい
て、一緒に遊んでいたり何かしていましたね。そういう覚えがありますね。　　
ちなみに、本館の授業のある教室、あるいは理科専
門学校の建物では普通に靴のままでしたか。島野
　
ほかの教室は、私の知っている限りでは全部土足
でしたが、図書館だけは下足〔番〕があって、下足を取っていました。　　
それは私たちはまったくイメージとしては土足のま
まだと思 たのですが、今初めて知り し 。島野
　
下足番やってましたから。
　　
実は私どものセンターがあるのは、以前の図書館で
あった場所の一階にあります。あ 入口のところで下足番をしていたのでしょうか。
　　
二階に上がると確か閲覧室がありましたね。下足の
授受のために、札を渡して管理していたのでしょうか。島野
　
札はとりませんでした。下足取りだけですね。
　　
知らなかった。
島野
　
おもしろいですね。わた は、靴ではなしに、下
駄の方が身近でした。私自身も下駄で戦後通っ ましたし、下駄だと教室に入るのにやっぱりちょっと気が引けましたね。音が違うも ですから。　　
旧制の大学や旧制高校のあったところ、 「下駄禁止」
というのが貼ってある学校がありましたね 革靴ならばいいけれども、下 だと 響く だから、あえて「下駄は禁止する」としていた。実際、下駄を履いて、カランコロンと鳴らしていた学生たちも多かったのかもしれないですけど。島野
　
音が違いますから、響くんです。靴 もちろん音
がしますけど、下駄の音は独特な乾いた ですね。下駄だと砂利が食い込んで ますか 床が汚れる か、痛むとかしましたね。余計にガリガリというような音がします。　
あと、図書館との関連では、三洋商事さんという、あ
のころはもう羽振りのいい商事会社で、貿易業を営んでいました。ある き、三洋商事さんがとにかく図書館に何か寄付したいと申し出がありました。図書館の閲覧用
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の机に三洋さんの寄付で読書灯が備えられました。その頃の図書館は本を読むのには暗いところでしたので、とにかく明かりをつけてもらって、だいぶみんな助かっようなことがございました。
卒業アルバムの作成
　　
こちらは一九五一年三月の卒業アルバムのあとがき
のところなのですが、卒業アルバムの委員会 も参加されていらっしゃいます 。島野
　
これはね、金儲けになったです。あのころはね、
卒業アルバムってのは特にな ったんですよ。だから、誰かが企画してやらんとでき か 。それを企画してやると、いくらかかすりを取れるという でね（笑） 。　
言うなればアルバイト料を抜けるから、こちらの飯代
にもなるからと うので、それで企画してアルバム作りをやったんです。それでアルバムが きた。ですから、前後の年次でオフィシャルなアルバムは、ほか はないと思いますよ。そうやっていわばプライベート 企画してやった以外 、ほかにそう 記録というものはないから。　
どうしても企画した人たちが中心になって写真を集め
てくるでしょう。だから、いわば一部しかライトが当たってない、そんなふうなアルバム なっていると思
ます。現物はうちにあるかな。ないような気がするけれども。　　
こちらの卒業アルバム委員会でこのメンバーの方た
ちが集まったというと、今「オフィシャルではなく」ということなので が、どういう形でつながって作られていましたか。島野
　
結局ＹＭＣＡ絡みです。上からいろいろと、 「あ
いつに頼んだら、こっちのほうはデータが集ま 」と、そういうふうな人たちに。　　
お声がけした。
島野
　
そうです。要するに文化会で文化会の会長〔部
長〕をやって、そうすると文化会の会長〔部長〕と二役のほうの会長と学生が横並びでいろいろ連絡が付くしというような考え方がありました。思想信条とい ものを超えて、それはそれでまた別でやっていた　　
ＹＭＣＡや、あるいは学生会、文化会などのネット
ワーク 活用して、そうした人と人とのつながり ども活用しながら、写真も集めたり いうよ な形なのでしょうか。島野
　
やはり作る限りは、一冊でも余計に買っていただ
かないといけないか できるだけＰＲしやすい、データを取りやすい、買いやすい、そういうところでいろろ考えていま た。 「じゃあ彼を引っ張ってこれれば、
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向こうのほうだったらどのくらいかまた売れるのと違うか。写真集めも集めやすいのと違うか」って、そんなふうなことで。　　
このアルバム自体を販売されていたということです
か。島野
　
そうです。一冊いくらでね。
　　
アルバムを作るときにかかる費用は、どのような形
になるのでしょうか。島野
　
アルバムを売りますが、そのときに前もって金を
もらったこともないだろうと思う。今ではちょっと思い出せませんけど、とにかく一冊いくらで売ったわけですから、当然冊数が分からんと。　
どういうふうにしたのかな。今になっては全然思い出
せませんけど。とにかく損はいかんよ にと（笑） 。　　
予約でも取っていたのですかね。 「欲しい人は」と
言って。島野
　
ええ、なんかそんなふうなことだろうと思います
けれどもね。とにかく、損はしな った。損 てたらこちらが食い上げになってしまうか 、何もできないので。　
とにかく、元になるのはＹＭＣＡですから、ＹＭＣＡ
全体が生活共同体でや い したから、それ自体が抜けられるようなことだけは最低していかないかんわ
すから。ですから、あまり勉強をしていた覚えはないですね（笑） 。　　
大学で過ごす人たちの生活をいかに維持していくか
ということですね。島野
　
お互いの生活がね。ですから学校は、アルバイト
から帰ってきて、ある時間に一緒に集まって云々みたいな。そういうときくらいしか、みんな集まれないから。
卒業証書の筒作り
　　
〔島野氏持参の〕筒から資料を取り出してもいいで
すか。島野
　
ああ、どうぞ。この筒も私たちのアルバイトによ
るものです　　
そうなんですか。
島野
　
ＹＭＣＡの生活費がここから抜けてるわけですね。
　　
ＹＭＣＡを通じての、いろんな形での収入を基にで
きている。島野
　
これの売り上げも生活費の一部でした。
　　
卒業証書を収める筒も、作って販売された。
島野
　
そうです。自前ですよね。このときの卒業証書を
授与された方は、卒業証書は学校 作っていますが、この筒はみんな自前のお金を払っているわけです。金をもらった覚えがあります。それが、ＹＭＣＡのみんなの生
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活費になってるわけです。生活共同体の中に入って、個人のポケットには入ってないですよ。
それは大学が作っているものだと思い込んでいまし
た。島野
学生たちはみんなそういうふうに思ってるわけで
す。しかし当時、実際は違うんですね。金になるものはなんでも、収入になるものはとにかく収入にして、ＹＭＣＡの生活共同体の中にプールしていました。 「おーなんぼ儲かった。わーい、ばんざーい」って（笑） 。
これはおもしろいですね。大学がそういう、こまご
まと言ったらトウが立ちますが 季節毎の行事を学生や自治団体に委託して進めていたのですね。島野
　
そのほうが学校も都合が良かっ のでしょう。
　　
ええ、おそらくそうなのでしょうね。
島野
業者に委託すると、結局、中を抜いた金額 、菓
子折り持ってきて、学生に「どうぞ」と再委託するだけですから。それで終わってしまう恐れがありますわね。でも学生が直接請け負うと、私たちの生活費くらいはそこから捻出できるというだけの話です。　　
おもしろいですね。
島野
とにかく生活するのになんでもやりました。ただ
ＹＭＣＡの場合は、個人に入るってこ はなく全部ＹＭＣＡに入れて、財形屋さん いて、 「なんぼに った」
と帳簿につけていました。
皆さんでちゃんと生活が成り立つようにしていたの
ですね。学生でもなんでも、自分たちもできることは自分たちでやっていた。特に大学が何かやってくれるのを待つの はなくて、自分たち 自主的に取り組んでいたことが印象的 す。島野
何かあったら自分たちで取り組む。それで学生
部、とりわけ、小川徳治先生ですね。小川先生のところへ行って「こうしたいと思うんですけれども、やってもいいですか」でＯＫもらって、それ あとは適当にやっていました。小川先生には、状況は逐一報告させていただいて、細かいところは学生の判断で対応しました。
ちなみに、学生部の事務の女性方とは全部仲良しです
からね。試験のあとの成績はも 全部調べられる。 「調べてくれ」っ 言ったら、 「よしよし」と。 「誰それの成績をちょっと調べ な」って。ですから それ以上のこともね、できたけどしなかっ ですね。して ならんことやと（笑） 。その子も困る。こ ちも何 あっ きに、開き直れる範囲とできな 範囲とがありますから。できない範囲はせんということで。清く正しく美 くではないですけれど、適当に こんところはや いまた。
在学当時、ＹＭＣＡ以外にも立教大学ではＢＳＡ
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会〕が活動していました。たとえば、島野さんから伺っているように、戦後間もなくのＹＭＣＡの活動と類似した、学内の中でさまざまな取り組みや、学内と学外をつなぐような活動をＢＳＡでもおこなっていたのでしょうか。ま は、それはＹＭＣＡに特徴的な取り組みだったのでしょうか。島野
ＹＭＣＡは外ともつながっていましたが、ＢＳＡ
自体は外と特につながっているようには見えませんでした。立教には第六支部までチャプターがあり 第七支部にＹＭＣＡを登録しました。登録したからと言っても別に、ＢＳＡとして何か必要になるとか、何かやれとかいう話ではなく、にぎやか ですよね。
卒業式での一幕
これは卒業証書ですね。新制〔大学〕の卒業という
形ですね。島野
これがね、面白いのがある。ある男だけが卒業証
書がなかったんです。卒業式に出ていて。おもしろいすね。　　
卒業式にもご出席していたのに。
島野
出てたのに、卒業証書がないんですよ。それで本
人も大いにむくれて。それでその人の卒業証書 佐々木
順三先生が直に書いて、そしてくれはった。　　
その場で先生が？
島野
卒業式は済んでますからね。出たのに卒業証書が
ないと。どういうわけか知らんけど、できてなくて。それで仕方がないから、あとから佐々木順三先生が自ら書いて、 「すま んだ」って（笑） 。　　
総長から直接？
島野
　
直接。
　　
それはかえって非常に（笑） 。
島野
ええ。この佐々木先生っていう方は穏やかな先生
で、非常に親しみのある方。面倒見がいいというか。そのことはみんな、学生が少 から、特にわれわれの関係というのはお互いに顔を「あいつか」とよく見 たから。
（四）立教大学・学生へのメッセージ最後に、立教大学の学生に対して、メッセージがあ
りましたらお願いできればと思います。島野
やっぱり自由でしょうね。一言でいうならば 自
分というものを持って たら自由に振る舞える。
立教はいい学校で、いい先生方、いい友達に出会った
ところですよね。みんな亡くなってしまったけれども。
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インタビュー
まあ、幸せだった（笑） 。
立教に在学されて、いまから思い返すとやっぱり自
由が真っ先に思い浮かびますか。島野
　
立教では、束縛されたということはないですね。
ただ、一つ束縛されたとい ら言い過ぎになるかもしれませんが、占領されていた時代がありましたから、何かあるといろんな意味で学校の将来に傷がつくよう ことがあったら困ると考えていまし 。当時、そういうことが、ちらっ 念頭にあり したね。特に占領軍によっていろいろな規制が当然かかっ からね。占領軍に関わるようなこ 、タブーだけは守ってお ないとどうにもならない あと。例の皇居前のデモが思い出されますが、ああいうところへ出かけていくと まかり間違って迷惑がかかる うようなことがないようにと考えたことがあります。私自身は行くつもりは別になかたですが、社研の連中は当然、行くだろう 思っていました。当時、社研が変なとこ に行 ければええなぁとは思いましたね。それ以上のこ なかったから、まあまあ、自由にさせていただ た 思います。
特にいまはもう、時代も人数も違うからでしょうけど
も、教職員と学生と う区分なしにお付き合いさせていただけたというこ 幸せだ たと思っ ます。本当に分け隔てなかったですね。
長い時間にわたって本当にいろいろ貴重なお話を伺
わせていただきました。どうもありがとうございました。
島野氏ご夫妻 インタビューに答える島野氏
